
尼崎市の「水辺の楽校」の登録について
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地域の身近な水辺における環境学習や自然体験活動を推進する取組に対し、
子どもたちが安全に水辺に近づけ、環境学習等を実施するために必要な、親水
護岸などのハード整備を、「水辺の楽校プロジェクト」として国土交通省が実施し
支援するもの。

「水辺の楽校プロジェクト」とは

農業公園に隣接する猪名川・藻川の水辺において、身近な自然を活かした
環境学習や自然体験活動を推進し、子どもたちが豊かな自然や生物多様
性の大切さを学び、河川愛護の意識や地域への愛着心を育む機会の創出
を促進します。

がっこう

令和８年(2026年)８月7日に、国土交通省の「水辺の楽校プロジェクト」に尼崎市の『水辺の楽校』構想が登録されました



尼崎市の「水辺の楽校」 構想（概要）
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【水辺で行う環境学習・自然体験活動等について】

✓ 現在、水辺で行われている環境学習や自然体験活動をさらに発展させると
ともに、川や水辺の生き物と触れ合う機会の創出を促進する。

✓ 様々な世代が交流する憩いの場となるよう、地域の方々と交流する取組を
推進する。

✓ 安全で継続的な利用に向けて、関係者間で連携し、維持管理や安全利
用策について取り組む。

【名称】

尼崎市猪名川水辺の楽校

【環境学習等の実施のために必要となる整備について】

✓ 現在、水辺で実施されている活動場所に階段が無く、斜面のわずかな溝を
使って低水路に降りていることや、低水路の草木が繁茂しており、水辺に安
全に近づけないことから、子どもたちが楽しく安全に水辺に親しみ、生物観察
や環境学習ができるよう、階段護岸・親水護岸等を「水辺の楽校プロジェク
ト」を活用し、整備する。

✓ 構造物の設置範囲は必要最小限に抑え、生物の生息環境や景観を守り
ながら、人々が安全に環境学習等ができるようにする。

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。

階段護岸

親水護岸

案内看板

※整備イメージ



現在、水辺で行われている環境学習・自然体験の例
《水辺の楽校 位置図》

整備箇所 特色

① 
猪名川橋付近
（猪名川）

浅瀬が広く、オイカワ等の小魚が豊
富で、大人数の活動に適した水辺。
農業公園の管理棟を拠点に、農業
公園内の体験と組み合わせた終日
型プログラムも実施できる。

② 
中園橋付近
（藻川）

アユ産卵場や広い河原での昆虫採
取など、猪名川橋にはない自然体
験ができる。

③
上園橋下流
（藻川）

オギ・ヨシ群落があり、クラフト工作
ができる。ホンシュウカヤネズミ（日
本に生息する最小のネズミ）が生
息しており、巣探しなどの観察もでき
る。

④
上園橋付近
（藻川）

野鳥観察に適している（大井井堰
や佐璞丘公園に飛来）。野草採
取にも適しており、クズのクラフト工
作や、イタドリのジャム作り等を体験
できる。
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農業公園と水辺の楽校の連携
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尼崎市農業公園では現在再整備を進めており、老朽化施設の建替えの他、生物多様性に配慮した環境を整備すること等により、
環境学習・自然体験の拠点としての機能を強化しています。

農業公園に隣接する
猪名川及び藻川の水辺を

「水辺の楽校プロジェクト」
を活用して整備することにより

農業公園を活動拠点として
それぞれの特色を活かした
多様な体験・学習プラン
の実施が可能に！

農業公園
・多目的ゾーン
・花鑑賞ゾーン
・自然体験ゾーン

猪名川・藻川の

「水辺の楽校」



尼崎市生物多様性地域戦略（令和６年３月策定）
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尼崎市環境基本計画のうち生物多様性や生態系の保全などに取り組むうえで必要な事項を示す個別計画
（計画期間は令和６年度から令和15年度までの10年間）
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